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② SUS329J3Lソリッド鋼板同士の突合せ溶接継手では，入熱量14・40 kJ/cm 




20・44 kJ/cm の FCAWも， 30・50 kJ/cm の FCAW＋SAWも，継手引張強さは






750 N/mm2 以上で，優れた強度特性を有することが確認された。 
 
 




























同軸，および目違いを想定した十字溶接継手部に対して，一軸  および 二軸
荷重下の静的  FEM 解析を実施した。十字溶接継手各止端部の応力集中
を評価した結果，以下の知見が得られた。 
① 横隔壁側の脚長が1.0 t （t：板厚）あれば，二重底側止端部において
 
 


























② 化学成分分析結果では，耐孔食性指標である  PI 値が，SAW  50 kJ/cm 
溶接金属では低い値を示した。過剰入熱溶接は要注意である。 
③ FCAW継手溶接金属とHAZのフェライト量は，略30～70%であったが，
SAW 50 kJ/cm 継手では，30%以下の測定値が多く，入熱量が大き過ぎて
不安定であることが明らかになった。 
④ 突合せ溶接継手の孔食発生臨界温度（ CPT値）は，SAW  50 kJ/cm  継手
 
 





















最後に，第８章では，SUS329J3Lクラッド鋼板  および  ソリッド鋼板
とを使用すれば，実績の多い SUS316Lクラッド鋼板 と  SUS316LNソリッド
鋼板とを使用した場合と，略同等の現場工作管理で，より強度・信頼性
や耐食性の優れた，しかも，合理的な設計による高性能な，ケミカル
タンカーカーゴタンク構造建造が可能であることが確認出来たと結論
づけている。 
